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　大礫（粒径75～200mm）、玉石（粒径200mm以上）を含む地盤において、地
下掘削、推進工事各種の杭工事の工事計画や工法の選定条件の項目を事前に
調査する確実かつ現実的な費用で行う調査方法は、現状では確立されていな
いと思われます。従前の砂礫地盤の研究では、応力とひずみ、地震時の液状
化等の力学的性質に主力が注がれていたために、砂礫土の乱さない試料採取
について研究が進んでいたためと考えられます。
　しかし、工事計画や工法選定には、必ずしも乱さない試料の性質は必要と
されず、所要の深さ区分における玉石砂礫の粒度組成を損なうことなく試料
を採取することができれば十分に有効です。
　玉石や大礫が分布する地層は、かっての急流河川の流れに運搬され形成し
たものが多く、地表面からの深さがせいぜい15ｍ以浅であり、このような地
盤での地下工事は、開削、推進、土留め、構造物基礎杭等です。これらの工
事計画または工法を選定する場合の地質条件とは、①玉石・礫の最大粒径、
②粒度分布、③石の硬さ（または強度）、④地下水位、⑤透水性、⑥地盤の
単位体積重量、⑦地盤支持力等です。
　本調査法は、所要の深さ区間の砂礫・玉石試料を吸引することにより損な
うことなく採取して、最大礫径の測定、ふるい分けによる粒度分布、石の硬
さ（または強度）を明らかにするものです。
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コ ア チ ュ ー ブ 掘 削

採取深度に到達するまで、強力吸引車の土砂吸引と高圧洗浄機のジェット水により、コア
チューブ孔底の掘削を行ってコアチューブを建て込み、採取深度を計測します。

採取対象土をキャッチタンクに吸引します。採取試料
は、キャッチタンク内の土砂分と吸引車タンクの水分
に分離されます。

調　査　試　験

採取土ふるい分け結果
礫 ＞ 100 ㎜

キャッチタンクの採取土を取り出し、ふるい分け分析
を行います。

掘削･建て込み状況

採取土ふるい分け結果
100 ㎜ ＞ 礫 ＞ 50 ㎜

採取土ふるい分け結果
20 ㎜ ＞ 礫 ＞ 0 ㎜



　

50＜礫＜100 礫＜100 以上 調査箇所 

久栗坂地区 

20＜礫＜50 

最大粒径（㎜） 最大粒径（㎜） 個数 最大粒径(㎜) 個数 

事前地質調査 

想定礫径(㎜) 

① 45 95 多数 210 12 70～100 

② 45 95 45 150 5 5～60 

③ 46 85 41 160 5 20～70 

④ 46 98 多数 190 19 20～50 

 

調　査　実　績

最 大 径 資 料 （ 350 mm ）

標準使用機械器具一覧表
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名       称  規格・仕様・寸法 数量  備    考 

油 圧 式 鋼 管 圧 入 引 抜 機 
油圧ジャッキ 10t、ストローク 300mm 

適用最大鋼管径 355mm 
1 台 

コアチューブ掘削 

調査孔埋戻し 

超 高 圧 ポ ン プ 
吐出圧 14.7Mpa 、吐出量 325 ㍑ /分  

重量 3,900kg、原動機  99kW  
1 台 コアチューブ掘削 

強 力 吸 引 車 
吸引風量 40m 3/分、真空圧 -93.3MPa 

容量 2.0m 3、重量 6,555kg 
1 台 コアチューブ掘削 

発 動 発 電 機 定格容量  3 5～1 00KVA  1 台  

鋼 製 キ ャ ッ チ タ ン ク 
容量 0.07m3 、重量 70kg 

寸法  φ340mm× H1,000mm  
1 基 試験  

試 験 ふ る い 
粒度試験ふるい、φ 20cm、粗粒用 5 種類 

木枠ふるい 網目 3 種類  
1 式 試験  

台 秤 秤量  50kg 、最小目盛 100g 1 台 試験  

鋼 板 製 簡 易 水 槽 容量 3m3、重量 500kg 1 台  

ク レーン装置付トラック 積載荷重  4～6t、吊荷重 2.9 t  1 台  

 

「ふるい」に残留した砂礫試料

採取試料の粒度分布図

ふるい分け試験結果

業 務 名
業 務 場所
発 注 者

： 原別・久栗坂分区礫調査業務委託
： 青森市原別地区、久栗坂地区
： 青森市下水道部

計画路線部の試料採取範囲




